
（様式１） 令和５年度学校評価自己評価報告書および学校関係者評価報告書

４段階評定（Ａ　目標を十分に達成　　Ｂ　ほぼ目標を達成　　Ｃ　やや不十分　　Ｄ　改善を要する）

・予習復習ノートは、良い取組であり、習慣化している。中学生になってもそれが根付いており自分で学習できて

いる。

・本に興味が湧くような取組をしていただいているが、良いものを見せる機会をとると良い。

・読書に関しては、長い話を読み切ることができるようになってほしい。

家庭学習の習慣化は家庭にも責任があるので、保護者への啓発をもっとしていってほしい。

・漫画をだめにするのではなく、漫画から入って段階をふんでよりよい本につなげていけると良い。

・一人一台端末になっているので、電子書籍などのアプリを入れると良いと思う。

・子どもたちの生活については学校と家庭の連携は不可欠で切り離せないところはあると思うが、指標について

は、学校の役割と家庭の役割についてでは異なってくるのではないかと考える。学校の役割からすると朝読書や

ブックトークなどのきっかけづくりをしていただいているという点では評価は上がるのではないかと思う。

・家庭では学校でのきっかけづくりをうまく家庭学習等につなげられたかどうかを評価していただくと良いのでは

と思う。今年度、高い数値になっているというのであれば評価をあげても良いと思う。

・「話す」「聴く」「つながる」を意識した授業づくりでは、いろいろ工夫していただいていると思うが、特
にグループワークが参考になると考えていて、ロールプレイングなども取り入れていただくと良いと思
う。
・「授業中進んで発表したり話し合いに参加したりしている」の評価が８０％あるというのがすごいこと
だと思う。残りの２０％の児童への対応、今後の工夫に期待する。
・道徳の学習でゲストティーチャーとして参加させていただいたが、不思議だと思うことをたくさん聞い
てくれたのには驚いた。また、１年生で質問のしかたがすごく上手だと思った。
・「児童は授業中に相手の意見に対して態度で反応している」の評価が１００％になっていることは驚
きで、いろいろなことが実を結んでいるのだなと感じた。

B

①秋季の持久走、冬季のなわとびについては、全校児童がめあてカードをもちながら、継続的に運動に

取り組めた。児童の体育委員会でも楽しみながら体を動かすイベントを企画し、運動の奨励に努めた。

②保健だより等で保護者向けに啓発するとともに、児童には保健学習や、栄養教諭、健康推進員によ

る食育指導（減塩等）を通じて理解を深めさせた。

③【児童Ｑ；「ゲームやインターネットをする時間は合わせて1時間以内にしている」　47％、保護者Ｑ；

「お子さんが家でゲームやＳＮＳをしている時間は、60分以内である（動画視聴を含む）」　50％】

  児童と保護者を対象に警察署の方に来ていただき、ネット利用のリスクやモラルの学習会は行うこと

ができた。ゲームやインターネットをする時間の設定については６０分以内が適当かどうかを専門家の

方の意見も聞くなどしながら検討していく必要がある。

①④２年生は生活科、３年以上は総合的な学習の時間に地域の人・ものを学習素材として、直接体験

を重視しながら学習を重ね、児童の地域に対する理解を深めてきた。子どもたちが実際に地域を訪れ

ることにより、直接体験をする機会が増え、地域への愛着つながっている。学校地域連携カリキュラムを

随時更新してきたが新たな地域素材の開発や人材の確保が不十分であった。５，６年生の自然教室に

ついては、ボランティアの方や保護者の方との連携を大切にしてきた。今年度、すすめようとしていた地

域・児童・保護者合同の防災学習会を実施することができなかった。

②昨年に引き続き、町内小学校３校で合同マラソン大会と合同の陸上記録会練習を実施することがで

きた。今年度は、小中の間で「読み聞かせ」や「収穫祭」をいっしょに実施したり、小学生がこども園に

出かける取り組みも実施できた。

②【児童Ｑ；「自分から元気よくあいさつできた」92％】

　今年度も代表委員会の活動で、「あいさつ運動」を実施した。また、「マ東討論タイム」において、登校

班ごとに「あいさつ」のよさについて話し合い、あいさつの大切さを考える機会となった。あいさつは相

手を認める言葉であるとともに、人を大切にすることにもつながるということを呼びかけてきた。また、子

どもたち同士で、大きな声であいさつをし、誰にでもあいさつをするといっためあてが聞かれた。

A

■学びの基礎基本の徹底
・学習規律の徹底
・読書環境の充実と読書の奨励
・マ東検定や予復ノートの実施による学習
習慣の定着

■子どもをつなぐ学びの創造
・相手の話を聴き反応できる態度の育成
・道徳教育の要としての道徳の時間の更
なる充実
・生徒指導の３機能を具現化した学習活
動の展開

①『マ東漢字検定』『予習復習ノート』の実施による学習習慣の確
立と学習意欲の向上

②家庭学習は、「読書、宿題、予習・復習」を合わせて、１年20分、２
年30分、３年45分、４～６年60分以上【目標90％以上】

③読書貯金の実施、家読（週末読書）の取組【Ｑ「読書貯金の目標
達成に向けて頑張っている」目標90%以上】

①互いの思いを出し合える集団づくりに向けた継続的な実践【Ｑ「授
業中進んで発表したり話し合いに参加したりしている」　目標90％以
上】

②主体的、対話的な学習に向けた道徳科を中心とした授業改善【Ｑ
「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し
合ったりする活動に取り組んでいますか」目標90%以上」】

③タブレットの日常的活用

A

②【児童Ｑ；「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り

組んでいますか」84％】

　昨年度は、マキノ町内４校合同で「新しい自分に出会う『特別な教科　道徳』の在り方」を研究テーマ

に授業改善に取り組んできた。引き続き今年度もマキノ南小学校と連携し、道徳科の授業改善に取り

組んできた。この取り組みにより、教職員の意識が対話型の学習へと転換しつつある。さらに、児童に

とっても自分の考えを広げたり、深めたりすることにつながっている。

③【児童Ｑ；「朝読書の時間は8時15分から静かに本を読んでいる。」84%　保護者Ｑ；「お子さんは家

で一週間のうち（土日も含む）、１０分以上は読書をしている。（ただし、漫画・雑誌・教科書・参考書等

は除く）」38%　教師Ｑ；「児童は読書活動に積極的に取り組んでいる。」78%】

　朝読書については、定着が図られているため、熱心に読書をしている児童は多い。朝の読み聞かせや

ブックトークを行ったり、原画を活用した読み聞かせを開催したりしている。また、今年度から中学生に

よる読み聞かせも実施しているが、読書が習慣化している児童が依然少ない。

B

A

A

A

①【児童Ｑ；「授業中進んで発表したり話し合いに参加したりしている」80%】【教師Ｑ；児童は、授業

中に相手の意見に対して態度で反応できている。」100％】

　一年間をとおして、「話す、聴く、つながる」を全学年でいろいろな教科で実践してきた。また、今年度

は「マ東討論タイム」を５回実施し、ふだん意見を聴くことができない異学年の児童の発言を聞き、多様

な考えを聴く機会とすることができた。

A

③【児童Ｑ；「いじめはどんな理由があってもいけない」98％

　毎週月曜の放課後に「いじめ点検」を行い、各学年の事案や気になる子について全職員で共通理解

を図っている。特に、教職員全員で児童全員をしっかりとみていこうということを意識づけてきた。また、

学校全体で「全校いいことみつけ」の取組を進め、互いの長所を認め合おうとする意識を高めた。

B

①②　【児童Q；「予復ノートに自分で頑張って取り組んでいる」74%、保護者Ｑ；「お子さんは、家で学

年のめやすの時間以上、家庭学習をしている」83%、職員Ｑ；「家庭学習（宿題・自主学習）の習慣が

定着してきている。」86%】

　マ東検定と「予復ノート」の取組については、全学年に定着している。ただ、「予復ノート」については、

定着していることによりマンネリ化してしまっているのではないかと思われる。家庭学習の時間について

は、目標に達しないものの高い数値になっている。

③一人一台端末になり、３年が経過した。担任の意識も少しずつ変化し、日常的な活用が図れるように

なってきている。宿題提出、家庭でのドリル学習、ネット通信による調べ学習等、使用頻度や使用する場

面が増え、日常的な学習ツールとして定着しつつある。
B

A

①縦割りそうじや縦割り班による運動会に向けての取組など、５月以降は、感染症対策を考慮しながら

進めてきた昨年度までと違い、積極的にたてわり活動に取り組むことができた。特に上級生はリーダー

シップを発揮し、達成感ややりがいを感じ取ることができた。

・豊かな人間関係と社会性をはぐくむという観点から、地域の方との熟議、話し合い等による交流も考
えていただけると保護者や教師と違う立場で児童と接してもらうことにもなり、社会性やコミュニケー
ション能力を高めることになるのではと思う。
・いじめに限らず、困ったことや聞いてほしいことの相談をするための手段としてタブレット端末を使っ
ていくと良い。
・マ東討論タイムは良い取組なので続けてほしい。できれば、学校運営協議会を児童がいる時間帯に
開催して、学校運営協議会委員が話し合いに参加するような取組を持ってほしい。
感染症も終息したので、縦割りの交流をもっと増やしていくと思いやりの心や優しい心が育って、いじ
めがなくなるのではと思う。
・下学年の児童が上学年の児童を見て学ぶことも重要である。引き続き、下学年が上学年の児童に
対してあこがれを持てるような取組を多くしてほしい。
・縦割りグループでの活動が豊富で、立場による自身の変化で多様な年齢の中で気づくことが多くあ
るので続けてほしい。

・ぜひとも子どもたちが今の時期にバランス感覚を身につけるような運動への取組をすすめてほしい。

・保健だより等で保護者に対して啓発していただき、児童にも食育指導をしていただいていることは良いことだと

思う。

・子どもたちの睡眠時間がどのようになっているのか気になる。家庭と連携を図って子どもたちの健康について考

えていけると良い。

・昔は縦割りの活動が多かった。例えば縦割りの集団で長休みの時間に体を動かす活動をしたり、ドッジボール

をしたり、継続的に取り組むことがあればよいと思う。

・外遊びの楽しさを知ることは、人生の中でもこの時期だけしか体験できないことなのでぜひとも実践いただきた

い。

◆アンケート回答に否定的な回答をした児童に注目

して、複数の目できめ細かく見守るとともに、次年度へ

の引継ぎを確実にし、継続的組織的に支援できるよう

にしたい。次年度も、児童一人一人の声を傾聴し、的

確なアセスメントのもとで丁寧で確実な指導、支援を

していくことで信頼関係を構築する。

◆次年度も引き続き児童主体の取組を中心に据え,

継続的に取り組みたい。

◆短所を改善すること以上に長所を認め合い高め合

うことを大切にして、児童個々の自己肯定感を高め続

ける。そのために、「いいとこみつけ」は手法を工夫し

ながら継続する。

◆ＳＣやＳＳＷ、教育相談課題対応室や子ども家庭相

談課との連携をさらに深め、多様な視点をもちながら

組織的に対応していきたい。

◆引き続き、次年度も豊かな自然、人、ものに恵まれ

た本校の強みを最大限生かす活動を継続する。そし

て、特に子どもたちの学習支援を中心に、地域住民と

子どもたちの交流が深まる機会を増やし、地域への愛

着がもてるよう努める。

◆学校だよりやホームページ等により、保護者、地域

に学校教育活動について、幅広く啓発し、学校教育に

対する理解を深めたい。

◆様々な人の生き様に触れるために、地域住民の

方々を講師として迎えたキャリア学習を、高学年対象

に次年度も実施したい。

◆学運協と住民自治協、地域学校協働活動との連携

を強めるために、防災をキーワードに、学運協主体の

事業を実施できるか検討する。

◆児童の体力向上のため、外遊びの奨励や学校行事

の際の準備期間を拡充するなど、多種多様な運動の

機会を与えたい。また、日々の体育の授業において、ゲ

ストティーチャーやボランティアを募り、運動量の確保

に努めたい。

◆保護者や児童の情報モラルを高めるために、年間１

回以上講師を招聘してモラル学習の機会をもつ。小

学校段階で繰り返し啓発することで、情報機器につい

て自律した活用ができるようにしたい。

A

A

B
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・昨年度より評価の到達目標の割合が下がっているところもありますが、項目は学校だけが責任を持つものではなく、家庭との連携により進
めていくものなので、家庭の役割も大切である。よって、評価に係る成果指標、取組指標については、家庭と十分共有し役割分担をもって取り
組んでいただきたいと思う。
・生活科や総合的な学習の時間に地域との連携をもっと深めていただけると良い。例えば、海津大崎の桜の保全に関わる取組をするなど地
域のためにできることが増えると良い。
・子どもたちの心を育てる努力やアイデアがみられ、学校・先生方には感謝です。縦割りで仲間の大切さを知り、協力する力も身についていて
とても良い。
・マ東検定、予習復習ノートをがんばることで自分の力を知ることができ習慣化することで中学校以降にもつながっている。また、地域を知る
ことでマキノが好きになる子が増える。

■豊かな人間関係と社会性を育む
教育の推進
・相手の立場を考え行動する集団づくり
・仲間の良さを認めるための児童の主体
的な取組
・異年齢交流の活性化と自己肯定感の
醸成

■地域のよさを生かした教育の充実
・校区全域を生かした学習活動の実施
・自然教室への取組による、達成感や感
動の感受及び琵琶湖環境保全への意識
高揚
・故郷を愛する心の醸成
・園小中一貫教育の推進

■健康の保持増進と体力の向上
・体力づくりへの意欲の向上と目標をめ
ざして頑張りぬく児童の育成
・自分の健康について考え、管理できる力
の向上

①全校児童による異年齢集団（縦割り活動）活動の充実

②児童が主体となったいじめ撲滅に向けた取組の継続

③いじめ点検や情報交換会によるいじめや不適応の早期発見、未然
防止〔週１〕

④課題のある児童への組織的対応の充実と保護者への効果的な発
信、連携

【Ｑ「いじめはどんな理由があってもいけない」目標１００％】

①地域とともに進める自然教室の実施

②町内合同マラソン、合同陸上練習等町内合同開催事業の実施

③地域人材によるキャリア形成につながる学習

④各学年における地域学習の実施と学校地域連携カリキュラムの完
成

⑤活動を支えて下さる人々への感謝の思いの伝達と交流

【Ｑ「マキノが好き」目標100％】

①年間を通したマラソン、なわとびの取組による継続的に運動に取り
組む態度の育成

②「早寝・早起き・朝ご飯」の推進

③家庭でのゲームやネット利用の自己管理能力育成

【Ｑ「ゲームやインターネットをする時間は合わせて1時間以内目標
70%以上】

④学校での児童の様子をしっかりと見るとともに気になる児童については、担任と保護者が連絡を取り

合って情報共有に努めたり、必要に応じて他機関へのつなぎを行ったりと積極的な連携に努めてきた。

ＳＳＷやSC、その他の機関とも連携することができた。

A

学校関係者評価を踏まえての改善点

・地域との連携を図る際には、どのように広報していくかが重要になってくる。気軽に学校に来ていただけるような呼びかけの仕方を考えていく。
・タブレットの使用時間やルールなどを守らせるためにも子どもたちの自己管理能力を育てていく。
・学校の役割と家庭の役割、地域の役割のすみわけをしっかりと決め、それぞれが役割を果たせるように仕組みづくりを進めていく。
・タベレットの活用については、共通理解、共通実践に努め、学校全体としての系統性を持たせた利用促進を図る。
・ゲームやインターネットをする時間の目標時間に関しては、見直していく。専門家や警察署とも連携して、児童の健康や安全を守るための方策を検討していく。
・園小中一貫教育を推進し、縦のつながりや横のつながりを考え、中学校区が一体となってマキノの子どもたちの健全な育成を図る。
・地域の方がもっと気軽に学校に来られるように、また、子どもたちがもっと地域に出かけ、マキノのためにできることは何かを考えて実践できる取組を進める。

A

・自然教室は子どもたちの達成感、達成感の共有等々の効果は大きいと思うので、学校への負担軽
減も配慮しながら続けていけると良いと思う。
・地域との連携は、サポートボランティアの増加やキャリア教育の充実からもうまく進めていただいてい
ると思うが、地域連携カリキュラムについては、小中一貫教育とも関係が深いと考えるので、双方の連
携を図っていただきたいと思う。
・海津漁港や水産物を扱った老舗などを訪問して、魚に触れたり、鮒寿しを食べさせてもらったりする
ような実体験をできると子どもたちにとって良い学びになると思う。
・引き続き、地域の力をもっと取り入れ、ものづくりや文化の伝承を進めていただくと良い。
・園小中一貫教育は良いことなので続けてほしい。地域学校連携カリキュラムを充実させてほしい。
・自然教室は地域の楽しみにしている学校行事なので続けてほしい。子どもたちのがんばりが成長に
つながっている。
・「ふるさとマキノが好き」の評価が９４％あるのはすばらしいことだと思う。目標が１００％というのは高
すぎる。９４％で十分だと感じた。
・地域と仕事、身近な人とその働き方などの学習は、将来の人生設計における選択肢を豊かにする。

評定

B

B

B

③⑤【児童Ｑ；「人の役に立つ人間になりたい」100％　「ふるさとマキノが好き」94％】

　昨年度に引き続き、地域在住の漫画家から夢の大切さについて高学年に対して講話をいただいた。

さらに今年度は市役所の方や看護師の方など、多様な職種の地域の人材にお願いしてのキャリア学

習を実施し、5，6年生の子どもたちによい刺激を与えることができた。２学期以降は学習・授業支援を

メインとして、多くの方に子どもたちと関わっていただき、学習の支援をしていただくことにより、子どもた

ちと地域の人々とのかかわりが一層深まった。ただ、活動を支えてくださる方々、特に登下校の見守りを

してくださっているスクールガードの方々や定期的に通学路点検等をしていただいている安全リーダー

の方々、民生委員児童委員の方々への感謝の思いを伝える場が乏しかった。

改善方策

・「マ東漢字検定」「予習復習ノート」の実施による学習習慣の確立と学習意欲の向上　　　　Ａ
・読書環境の充実と読書活動への意欲の喚起（図書室の整備と蔵書の充実）　　　　Ｂ
・互いの思いを出し合える集団づくりに向けた継続的な実践　　　　　A
・主体的、対話的な学習に向けた道徳科を中心とした授業改善　　　　A
・意見交流や情報収集・共有のためのツールとしての日常的なタブレット利用　　　　Ａ
・あいさつの習慣形成、いじめ撲滅に向けた児童の主体的な取組の展開　　　　Ａ
・地域とともに進める自然教室の実施と各学年における地域学習の充実　　　　A
・適正なスクリーンとの接触についての理解促進　　　Ｂ
・学校運営協議会や地域学校協働活動等のリンクの強化　　　　Ｂ

指標：到達目標（成果指標・取組指標） 学校関係者評価

学
校
教
育
目
標

　　ふるさとを愛し　　心身ともに健康で
　　　　　　　　　　　　　　　　自ら学びに挑戦する人の育成
　【めざす子ども像】
               〇自ら考え表現する人
               〇人を大切にする人
               〇挑戦する人

昨
年
度
の
評
価
概
要

評価項目（指導力点）

〇自分で考え、それを表現する力の伸長
〇町内他校園と連携した道徳を核とした授業改善の推進
〇家庭、地域とともに学校づくりを進めるパートナーシップの構築
〇自然や地域を素材とした学びの深化
〇主体性を育て、生き方を学ぶ教育の推進
〇「いじめ」「不登校」のない安心、安全な学校づくり
〇教職員の授業力・指導力・課題対応力向上

達成状況

B
B

◆令和３・４年度の２年間研究を重ねた道徳科の授業

を改善し、児童の学びや育ちを培うことができた。次

年度以降もマキノ地区の小中学校との連携を深め、

児童が多様な意見を取り入れ、自分自身の考えを広

めたり、深めたりできるようにしていく。

◆学習ツールとしてのタブレット端末の効果的な実践

例を職員間で共有し、児童の学びを確かにするため

の指導法を共通認識し系統的な活用につなげる。

高島市立マキノ東小学校

中
期
的
目
標

◆「予習復習ノート」を導入し５年が経過した。今後

も、工夫した児童のノートを紹介したり、担任が児童一

人ひとりに助言をしたりするなど、自分で考え学習に

挑む姿勢を高めていきたい。また、学習の大切さにつ

いて発達段階に応じて考えさせながら、家庭学習の充

実を図る。

◆朝の15分間はどの学級も全員が着席し、静かに読

書に集中する時間にする。よい本との出会いのため、

読み聞かせやブックトークを充実させたい。

◆児童の興味関心を高める一助として、中学生による

読み聞かせや小学校児童による読み聞かせにも取り

組みたい。

◆引き続き「話す、聴く、つながる」を意識した授業づ

くりに全職員で取り組む。職員が他学年の授業を参

観しながら、同僚間で刺激し合い、授業改善に取り組

む。

評定


